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最近の福祉におけるキニナル話題（福祉の旬トピ    ） 

 

 

   スタッフのヒトリゴト    

ウェルフェア イズ ラヴ      

 先日、素敵な言葉と出会いました。 

 「あなたが見たいと思う変革に、あなた自身がなりなさい。」インド独立の父・マハトマ・ガンジー 氏の言葉と

のことです。 

 この言葉を意識していた訳ではないけれど、当事業所代表がこの『社会福祉士相談所 LOVE』を開設したのも正に

この教えを体現したかったからかもしれません。当事業所ホームページに掲載している「当事業所の約束 | 社会福

祉士相談所 LOVE (lovesocialworker.com)」は、当事業所代表が考える福祉支援者の基本です。定休日や開所時間を

定めず予約制の対応とさせて頂いているのも、その 1つです。クライエントは、事業所の開所時間に合わせて苦しん

でなんてくれない…。（1人対応のため完全な（予約不要の）365日 24時間対応にできず、申し訳ありません。） 

 だけど、当事業所代表が「障がい当事者兼福祉支援者」として、福祉支援者の方に相談をさせて頂いた際、ほとん

どの方に、「福祉支援者」相手の対応をされ、「障がい当事者」としての生き辛さやしんどさに全く想いを馳せて頂け

なかった。それは、相談者である私の目と心には自立支援ではなく、攻撃（責められている）としか映らなかった…。

（相談に乗って頂いた支援者は、いわゆる「ベテラン」と言われるキャリアの方々でした。） 

 実のところ当事業所代表の根底にあるのは、「所属組織のサラリーマン」になってしまった（かのように映る）多

くの専門職に対する『怒り』なのだと思います。私は、生涯「社会福祉支援者」として社会福祉実践を行っていきた

い。「私の見たい社会福祉実践」のために、命を燃やして邁進したいと思いますので、どうぞ宜しくお願い致します。 

 私事ですが、当事業所代表は先日、入会している障がい当事者団体の行事で、愛媛県の「タオル美術館」へ

の日帰り旅行に行ってきました。タオル類はなかなかのお値段でお土産に購入というわけにはいかなかった

けれど、お手頃価格のハンカチを 1枚、自分へのお土産として購入できたので満足です      

 年に 1 度の日帰り旅行で 1 年振りに会う仲間ともお互い元気に再開できたことも、何より嬉しいことでし

た☆ 
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転載や拡散、配布大歓迎！！ 

来週号も乞うご期待      

 先日、先輩社会福祉士の方から、「フランスのこども家庭福祉を研究している、ある研究者の発信に強い関心を持

っており、フランスの仕組みを学び、日本の仕組みの改善につながるソーシャルアクションを起こしたいと思ってい

る。良かったら、一緒に参画しませんか？」と、当事業所代表にお誘いがありました。 

 とっても有難いお誘いではあったのですが、生憎当事業所スタッフ（代表）が、業務としてこども家庭福祉領域に

携わった経験がなく、諸外国の社会福祉制度についての理解もほぼ皆無だったので、今回は辞退させて頂きました。 

 ただ、先輩社会福祉士に紹介された当該研究者のサイトを閲覧し、掲載されている論文等を拝見すると、フランス

のこども家庭福祉に対する考え方や制度は本当に素敵なもので、当事業所代表自身、「そうだよね。本来そうでなけ

ればならないよね。」と頷かされることばかりでした。 

 強く賛同できるからこそ、なおのこと、半端な理解・熱量の当事業所代表が関わるべきではないと思わされまし

た。 

 先輩社会福祉士も児童家庭福祉分野で永く実践を積んでこられた方です。今の日本のこども家庭福祉制度につい

ての強い思いがあるのでしょうね。その先輩もまた、「その方が見たい変革を、その方自身で（仲間と一緒に）起こ

そう。」と奮闘されていらっしゃるのですね。 

 当事業所として参画させて頂くことはできないけれど、「いつかその方が主催される勉強会（研修会）に参加させ

て頂きたいな。」と素直に感じ、ご本人にもそうお伝えさせて頂きました。ご活躍、応援しております。 

 「ソーシャルワーカーデーinかがわ 2024実行委員会」が、7月 15日（ソーシャルワーカーデー）に、『100

枚のふくしフォトパネル展』を企画しているようで、6 月 25日（火）まで作品募集を行っているとのことで

す。「ふくしの仕事のやりがいや醍醐味を伝え、ソーシャルワークやケアワークを具体的なカタチでイメージ

してもらう写真。」とのこと。関心がある方は、個人情報や肖像権に注意を払ったうえで、応募されてみては

いかがでしょうか。詳細は下記リンクをご参照下さい。 

 【作品募集】100 枚のふくしフォトパネル展 | お知らせ | 社会福祉法人 香川県社会福祉協議会 

(kagawaken-shakyo.or.jp) 
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